
２つの群の等分散の検定 
 

１．目的 

 

２つの群の分散（𝜎1
2  を第１群の母分散、𝜎2

2  を第２群の母分散）が等しいかどうかを検定します. 

帰無仮説は 𝜎1
2 ＝𝜎2

2  ですが、対立仮説は 標本分散値の大小により左片側検定（棄却域を左側） 

または右片側検定（棄却域を右側）を採用します。 

 

２．使用法 

 

（１） メニューの選択 

 

メニューの「統計解析→分散値の検定→２群のデータの分散値の検定」を 

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） パネルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算結果が 

表示される部分 

棄却域の確率を示します。 

通常 5%を利用するので、 

デフォルトで５が指定されて 

いる。変更可能。 

 



（３） データの入力 

パネルのグリッド（下の部分）にデータを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの入力方法は以下の２つあります。 

① 表計算ソフトのデータをコピーして貼り付ける方法 

② 直接数値を入力する方法 

 

ここでは２つのクラスの数学の成績の比較を例に説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１群のデータ数と、第２群のデータ数はたまたま同じですが、同じである必要はありません。 

 

ここで２つの種類のデータ分布を見てみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１群と第２群の平均値には差がありそうですが、分散値を表現する山の急峻さに 

多少の差はありますが、大きな差はなさそうに見えます。 

 

分散値が異なると、この山の形が異なります。 

 

  



（４） 計算条件の指定 

 

 

 

 

    “有意水準”には デフォルトで ５ が措定されています。変更できます。 

 

（５） 計算実行 

             ボタンを押すと計算されます。 

 

（６） 計算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由度、平均値、不偏分散値は、入力された標本データをもとに計算されます。 

 

 “Ｆ値”は 𝜎1  ̂ = 335（不偏分散値１）と 𝜎2  ̂ = 282（不偏分散値２）より、 

F＝𝜎1  ̂／𝜎2  ̂ から、Ｆ＝１．１８ となり、棄却域を右側に設定します。 

 

 帰無仮説の採択域は（０，１．７）ですので、帰無仮説を採択することになります。 

 

この様子は        を選択することで、直観的に判断できます。 

 次のグラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 なお、同じデータを 第１群と第２群で逆に設定した場合、以下の結果になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “Ｆ値”は 𝜎1  ̂=282（不偏分散値１）と 𝜎2  ̂=335（不偏分散値２）より、F＝𝜎1  ̂／𝜎2  ̂ から、 

     この場合Ｆ＝０．８４ となり、棄却域を左側に設定します。 

 

 帰無仮説の採択域は（０．５８，∞）ですので、先と同じく帰無仮説を採択することになります。 

 

この様子も        を選択することで、直観的に判断できます。 

 次のグラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



別のデータを例題に説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先と同様 数学の試験の結果ですが、Ｂクラスのデータがやや異なります。 

 ２種類のデータ分布を表示すると下のようです。 

Ａクラス（赤）に比べＢクラス（緑）の方が平均点は高いです。 

また 山の形を見ると、Ｂクラスの山は急峻でＡクラスに比べ、分散が小さそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析結果は以下となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 “Ｆ値”は 𝜎1  ̂=335（不偏分散値１）と 𝜎2  ̂=68（不偏分散値２）より、F＝𝜎1  ̂／𝜎2  ̂ から、 

     この場合Ｆ＝４．９１ となり、棄却域を右側に設定します。 

 

 帰無仮説の採択域は（０，１．７）ですので、帰無仮説を棄却することになります。 

 つまり分散値は確かに違うと言えます。 

 

この様子も        を選択することで、直観的に判断できます。 

 Ｆ値が 棄却域のかなり右側に位置していることが判ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


